
トップマネジメントセミナーとは……

広い見識と高いスキルを持ち、横浜市の将来を担う経営
幹部としての人材を育成するために実施している、長期

育成型・選抜型の横浜市職員研修です。

トップマネジメント
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岡
田
　
優
子

１
　
課
題
設
定
の
背
景

環
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局
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ど
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ア
ッ
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推
進
課
長

資
源
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局
資
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政
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課
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経
済
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局
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振
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課
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道
路
局
企
画
課
長

資
源
循
環
局
業
務
課
長

交
通
局
路
線
計
画
課
長

神
奈
川
区
長
（
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）

　
本
市
経
済
の
特
徴
は
、
人
口
の

多
さ
に
起
因
す
る
雇
用
者
所
得
や

家
計
の
消
費
力
の
大
き
さ
と
市
外

か
ら
の
所
得
流
人
の
多
さ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
高
齢
化
・
少
子
化

の
進
展
に
よ
り
、
市
内
消
費
は
低

迷
し
、
市
税
収
入
は
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
一
方
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
者
は
増
加
し
て
お
り
、
税
収

に
占
め
る
福
祉
関
係
経
費
の
割
合

は
増
大
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
市
民
以
外
の

人
や
企
業
に
よ
る
市
内
で
の
消
費

を
促
進
し
、
ひ
い
て
は
市
税
収
入

を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
観
光
・
ビ

ジ
ネ
ス
を
問
わ
ず
、
本
市
へ
の
交

流
人
口
増
加
策
を
検
討
す
る
。

（
１
）
本
市
経
済
の
特
徴
と
税
収
構
造

　
の
確
認

ア
　
本
市
経
済
の
特
徴

　
本
市
の
人
口
は
、
約
３
６
８
万

人
。
東
京
に
次
い
で
全
国
第
２
位

の
大
都
市
で
、
平
成
1
8
年
度
の
市

内
総
生
産
額
は
、
1
2
・
９
兆
円
と
、

東
京
・
大
阪
に
次
い
で
全
国
第
３

位
で
あ
る
。
1
8
年
度
の
市
民
総
生

産
額
は
、
1
5
・
５
兆
円
で
東
京
に

次
い
で
全
国
２
位
で
、
市
内
総
生

産
額
を
２
・
６
兆
円
上
回
っ
て
い

る
。
こ
の
差
額
は
、
市
民
が
市
外

か
ら
得
た
所
得
で
あ
り
、
こ
の
額

も
政
令
市
で
第
１
位
で
あ
る
。
市

民
雇
用
者
報
酬
お
よ
び
家
計
の
最

終
消
費
額
は
、
い
ず
れ
も
政
令
市

で
は
第
１
位
で
あ
る
。
人
口
の
多

さ
に
起
因
す
る
消
費
力
の
大
き
さ

と
市
外
か
ら
の
所
得
流
入
の
多
さ

が
横
浜
経
済
の
特
徴
と
な
っ
て
い

る
。イ

　
本
市
の
税
収
構
造

　
本
市
の
個
人
市
民
税
額
は
、
平

成
2
0
年
度
で
、
３
、
０
７
０
億
円

と
法
人
市
民
税
（
６
４
７
億
円
）
の

４
・
７
倍
と
な
っ
て
お
り
、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
３
、
１

９
２
億
円
）
と
と
も
に
本
市
税
収

を
支
え
て
き
た
。

　
一
方
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、

福
祉
関
係
経
費
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
執
行
が

困
難
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

昭
和
4
5
年
度
の
地
方
税
額
に
対
す

る
民
生
費
の
比
率
は
1
7
・
５
％
で

あ
っ
た
が
、
平
成
2
0
年
度
に
は
5
4
・

８
％
に
ま
で
増
加
し
、
こ
れ
が
続

い
て
い
る
。
（
図
１
）

ウ
　
市
内
で
の
消
費
増
加

　
今
後
は
、
市
民
が
市
内
で
消
費

す
る
額
が
継
続
し
て
減
少
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
中
、
本
市
経
済

の
活
力
を
保
つ
た
め
に
は
、
市
民

以
外
の
市
内
で
の
消
費
を
促
進
す

る
こ
と
が
一
つ
の
解
決
策
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
を

問
わ
ず
、
本
市
へ
の
交
流
人
口
増

加
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

ち
な
み
に
、
本
市
の
人
口
は
３
６

８
万
人
だ
が
、
2
0
5
0
年
の
中

位
推
計
で
は
約
3
3
万
人
減
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
減
少
分
の
消

費
額
を
埋
め
合
わ
せ
る
に
は
、
国

図１　横浜市地方税・民生費推移
　　　出典：横浜市行政運営調整局財政課データ

内
日
帰
り
客
で
は
約
２
、
５
４
１

万
人
、
海
外
旅
行
者
で
は
２
３
１

万
人
が
必
要
と
な
る
。
（
表
１
）

②
本
市
交
流
人
口
の
現
状

　
本
市
の
観
光
入
込
み
客
数
の
延

べ
数
で
は
、
（
図
２
）
の
よ
う
に
年
々

増
加
し
、
平
成
2
0
年
で
は
４
、
２

５
３
万
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
日

帰
り
観
光
客
が
約
９
割
を
占
め
、

市
内
消
費
額
へ
の
貢
献
度
は
疑
問

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
な
ど
か
ら
、
今
後
も
こ
の

増
加
傾
向
が
続
く
と
想
定
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
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（
３
）
諸
外
国
他
都
市
の
調
査

　
次
に
、
国
際
的
に
交
流
人
口
が

多
い
都
市
を
選
定
し
、
都
市
が
人

を
集
め
る
要
因
は
何
か
を
調
べ
る

こ
と
と
し
、
海
外
か
ら
の
訪
問
者

数
や
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催

件
数
の
代
表
的
観
光
都
市
（
パ
リ
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

上
海
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ウ
ィ
ー

ン
な
ど
）
を
選
定
し
都
市
が
人
を

集
め
る
要
因
は
何
か
を
調
べ
た
。

　
そ
の
結
果
、
世
界
的
交
流
都
市

に
は
、
①
歴
史
に
長
さ
と
重
み
が

あ
る
、
②
歴
史
的
遺
産
や
歴
史
的

街
並
み
が
継
承
さ
れ
て
い
る
、
③

国
際
的
リ
ゾ
ー
ト
地
、
④
交
通
の

要
衝
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

（
４
）
横
浜
の
特
徴

　
横
浜
の
特
徴
は
、
①
港
と
海
を

臨
む
景
観
が
美
し
く
②
治
安
が
良

く
清
潔
で
③
首
都
東
京
か
ら
近
く

交
通
至
便
で
あ
る
が
④
都
市
の
歴

史
が
開
港
以
来
１
５
０
年
と
浅
く
、

か
つ
震
災
・
戦
災
に
よ
り
歴
史
的

資
産
が
少
な
い
と
い
え
る
。
諸
外

国
の
交
流
都
市
と
比
較
す
る
と
、

本
市
は
、
世
界
か
ら
い
わ
ゆ
る
観

光
客
を
引
き
付
け
る
魅
力
に
は
乏

し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
市
は
、
国

際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
視
点

で
は
、
国
際
的
な
競
争
の
舞
台
で

国
際
会
議
開
催
件
数
の
都
市
別
ラ

ン
キ
ン
グ
で
、
横
浜
は
2
0
0
7

年
の
3
6
位
か
ら
2
6
位
に
躍
進
（
表

２
）
。
国
内
で
も
京
都
を
抜
き
東

京
に
次
い
で
第
２
位
と
な
っ
た
。

1
9
9
7
年
は
１
０
０
位
に
も
入
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と

こ
の
1
0
年
間
の
誘
致
活
動
が
成
功

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催

に
よ
る
本
市
税
収
増
に
つ
い
て
は
、

㈱
横
浜
国
際
平
和
会
議
場
が
行
っ

た
調
査
に
よ
る
と
、
1
9
年
度
に
同

会
議
場
で
開
催
さ

れ
た
１
、
２
５
２

件
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
に
よ
る
本
市
へ

の
経
済
波
及
効
果

は
約
６
９
０
億
円
、

本
市
の
市
税
増
加

額
は
約
1
2
億
円
と

推
計
さ
れ
た
。
み

な
と
み
ら
い
地
区

の
街
区
開
発
が
停

滞
す
る
中
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
の
経

済
的
価
値
は
高
い

と
い
え
る
。

（
５
）
課
題
設
定

　
環
境
面
に
配
慮

し
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
（
グ

リ
ー
ン
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
）

の
確
立
を
課
題
と
し
て
設
定
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
大
規
模
な
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に

３
～
４
年
お
き
に
開
催
さ
れ
、
場

所
は
欧
州
・
米
国
・
ア
ジ
ア
等
の

地
域
ご
と
に
持
ち
回
り
開
催
と
な

る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
す
る
と
、

本
市
が
競
争
す
べ
き
都
市
は
、
ア

ジ
ア
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
で

あ
り
、
本
市
よ
り
も
上
位
に
あ
る

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ソ
ウ
ル
・
北
京

そ
し
て
東
京
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
都
市
と
互
角
に
戦
う

た
め
に
、
本
市
の
も
つ
優
位
性
を

一
層
強
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

本
市
は
、
国
内
で
は
環
境
モ
デ
ル

都
市
で
あ
り
、
大
気
・
水
・
土
壌

な
ど
多
く
の
環
境
問
題
を
抱
え
る

ア
ジ
ア
各
都
市
と
比
較
し
た
場
合
、

本
市
の
競
争
優
位
は
環
境
面
に
こ

そ
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
環
境
に
特

化
し
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
う
る

以
下
の
よ
う
な
都
市
の
姿
を
理
想

と
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要

な
施
策
を
提
案
し
て
い
く
こ
と
を

課
題
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
横
浜
は
環
境
に
配
慮
し
た
街
で

○
環
境
系
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
な
ら

　
横
浜
で
開
催
し
た
い

○
環
境
以
外
で
も
横
浜
で
コ
ン
ペ

　
ン
シ
ョ
ン
開
催
す
る
こ
と
が
ス

　
テ
イ
タ
ス

○
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で
訪
れ
た
横

　
浜
に
バ
カ
ン
ス
で
家
族
と
リ
ピ
ー

　
ト
し
た
い

○
日
本
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
な
ら

　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で
訪
れ
た
横

　
浜
に
し
た
い

○
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
な
く
、
横
浜

　
に
住
み
た
い

表２　アジア各都市のＵＩＡランク（　）内世界順位
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図２　横浜市観光入込客数推移(千人)(出典：横浜市経済観光局データ)

表１　交流人口増の経済効果試算（出典：Ｈ 21.４　観光庁資料）
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の
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よ
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､

実
力
を
発
揮
し
つ
つ
あ
る
。
Ｕ
Ｉ



２
　
現
地
調
査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ

　
課
題
設
定
後
、
ま
ず
環
境
面
に

配
慮
し
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市

の
舞
台
で
あ
る
み
な
と
み
ら
い
地

区
を
実
際
に
歩
い
て
現
状
を
確
認

す
る
と
と
も
に
街
づ
く
り
上
の
課

題
を
探
る
こ
と
に
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
①
集
塵
管
の
稼
働

率
が
著
し
く
低
下
し
、
施
設
の
運

営
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
②
街

路
樹
と
高
島
中
央
公
園
の
植
栽
が

生
育
途
上
や
生
育
不
良
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
ま
た
、
同
地
区
の
行
政
施
策
を

所
管
す
る
都
市
整
備
局
、
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
、
宿
泊
施
設
関
係
者
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
、
世
界
レ
ベ

ル
で
の
都
市
間
競
争
に
勝
つ
こ
と

が
で
き
る
水
準
に
あ
る
の
は
、
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
分
野
で
あ
り
、

さ
ら
に
こ
の
分
野
で
将
来
性
が
期

待
で
き
る
の
は
環
境
関
係
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
た
。

　
同
地
区
は
、
①
動
く
歩
道
太
陽

光
発
電
②
緑
化
促
進
③
ク
ー
ル
シ

テ
ィ
中
枢
街
区
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

な
ど
、
既
に
様
々
な
環
境
関
連
施

策
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
総
合
的

な
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、

地
区
内
の
環
境
関
連
施
策
が
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
に
は
全
く
活
用

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
我
々
は
、
地
道
な
環

境
関
連
施
策
を
同
時
期
に
同
地
区

に
集
中
的
に
行
い
、
そ
れ
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
で
環
境
系
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
誘
致
に
結
び
付
け
、
あ

わ
せ
て
集
客
増
に
対
応
す
る
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
拡
充
を
図
る

こ
と
で
、
そ
れ
に
よ
り
国
際
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
と
し
て
の
地
位

を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
こ
と

を
解
決
の
方
向
性
と
す
る
こ
と
と

し
た
。

３
　
課
題
認
識

　
み
な
と
み
ら
い
地
区
の
街
づ
く

り
に
は
以
下
の
課
題
が
あ
る
と
考

え
る
。

　
①
み
な
と
み
ら
い
地
区
に
は
、

集
塵
管
な
ど
現
状
に
マ
ッ
チ
し
て

い
な
い
仕
組
み
が
あ
る
。
②
街
区

活
用
も
計
画
通
り
に
は
進
ん
で
い

な
い
。
③
案
内
表
示
が
、
中
国
・

韓
国
か
ら
の
来
街
者
に
対
応
し
て

い
な
い
。
④
コ
ン
パ
ク
ト
に
納
ま
っ

て
い
る
が
、
人
工
的
す
ぎ
、
緑
が

少
な
く
潤
い
に
欠
け
る
。
⑤
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
稼
働
率
が
高

く
、
施
設
が
小
規
模
。

　
ま
た
、
環
境
面
で
様
々
な
新
た

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
も
課
題
と
考
え
る
。

４
　
行
政
施
策
と
し
て
展
開
す
べ

　
　
き
解
決
策

（
１
）
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
対
応
し
た

街
づ
く
り

　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
の
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
行
政
が
行
っ
て
き

た
こ
と
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
会

場
そ
の
も
の
の
整
備
と
開
催
経
費

の
補
助
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
が
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
主
催
者
や
運
営

事
業
者
か
ら
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
に
対
応
し
た
街
そ
の
も
の
の
魅

力
向
上
が
重
要
で
あ
る
と
の
声
が

多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

（
２
）
環
境
に
特
化

　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
誘
致
す
る

に
あ
た
り
、
世
界
レ
ベ
ル
で
競
争

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
今
後

は
、
世
界
の
潮
流
か
ら
み
て
勢
い

の
あ
る
先
端
分
野
で
あ
る
環
境
系

と
考
え
る
。

　
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市
は
、

環
境
政
策
で
先
進
的
な
都
市
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
「
環
境
首
都
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
視
察
ツ
ア
ー

に
よ
る
来
街
者
増
と
い
う
交
流
人

口
増
の
効
果
が
大
き
い
事
例
も
あ

る
。

　
国
際
会
議
開
催
都
市
と
し
て
世

界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
ス
イ
ス
の

ダ
ボ
ス
、
ま
た
環
境
系
コ
ン
ペ
ン

シ
ョ
ン
都
市
メ
ル
ボ
ル
ン
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
５
開
催

都
市
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
な
ど
の
取

組
み
を
調
査
し
た
が
、
い
ず
れ
も

特
別
に
珍
し
い
取
り
組
み
を
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の

都
市
は
、
世
界
共
通
の
課
題
で
あ

る
地
球
温
暖
化
対
策
に
市
民
を
巻

き
込
み
、
継
続
し
て
取
り
組
む
姿

勢
が
あ
り
、
そ
れ
が
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
。

（
３
）
環
境
系
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致

　
の
目
標

　
国
際
的
な
環
境
系
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
は
多
数
あ
る
が
、
会
議
に
お
い

て
開
催
都
市
名
の
つ
い
た
宣
言
が

採
択
さ
れ
、
そ
の
後
も
こ
の
宣
言

の
達
成
が
、
継
続
し
て
目
標
と
な

る
も
の
と
し
て
、
気
候
変
動
枠
組

条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
の

横
浜
開
催
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

５
　
施
策
提
言

　
み
な
と
み
ら
い
地
区
が
、
世
界

の
環
境
都
市
の
中
で
も
、
特
に
環

境
に
配
慮
さ
れ
た
先
進
的
な
エ
リ

ア
と
し
て
ス
テ
ー
タ
ス
を
獲
得
し
、

と
り
わ
け
、
大
き
な
経
済
成
長
が

見
込
ま
れ
る
ア
ジ
ア
圏
か
ら
、
今

後
よ
り
多
く
の
人
に
訪
れ
て
い
た

だ
け
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
街
に
す
る

た
め
、
「
環
境
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
み
な
と
み
ら
い
地
区
に
お
い

て
５
つ
の
分
野
に
お
い
て
、
環
境

に
主
軸
を
置
い
た
実
現
可
能
な
施

策
を
、
同
時
期
に
同
地
区
に
集
中

的
に
施
策
展
開
す
る
こ
と
を
提
言

す
る
。
（
図
３
）

　
　
〈
提
言
１
〉
緑
の
環
境
整
備

①
こ
れ
ま
で
の
緑
化
計
画
の
見
直

　
し

　
幅
広
の
植
樹
帯
を
再
整
備
し
、

当
初
か
ら
大
き
な
高
木
や
低
木
、

地
表
を
覆
う
地
被
類
を
植
樹
す
る

な
ど
多
層
的
多
様
性
の
あ
る
街
路

樹
へ
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、

民
有
地
の
緑
と
連
旦
し
た
緑
化
を

推
進
し
、
土
地
所
有
者
等
と
の
エ

リ
ア
フ
不
ジ
メ
ン
ト
方
式
に
よ
る

高
品
質
な
緑
を
創
る
。

②
象
徴
的
な
魅
力
空
間
の
整
備
提

　
案

・
「
八
重
桜
の
名
所
づ
く
り
」

　
話
題
性
の
高
い
「
緑
の
名
所
づ

　
く
り
」
の
た
め
、
開
花
期
の
長

　
い
八
重
桜
を
帷
子
川
水
際
公
園
、

　
ト
チ
ノ
キ
通
り
～
臨
港
パ
ー
ク

　
ま
で
連
続
的
に
植
栽
し
、
来
訪

　
者
が
楽
し
め
る
演
出
を
行
う
。

・
　
「
芝
生
広
場
の
整
備
」

　
高
島
中
央
公
園
の
石
の
広
場
や

　
未
利
用
地
の
暫
定
利
用
と
し
て
、

　
芝
生
化
し
、
日
陰
の
で
き
る
樹

　
木
を
植
え
、
さ
ら
に
利
用
し
や

　
す
い
ベ
ン
チ
等
を
貸
し
出
し
、

　
緑
の
中
で
憩
え
る
魅
力
空
間
を
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整
備
す
る
。

③
海
へ
の
ビ
ス
タ
（
通
し
視
線
）

　
み
な
と
み
ら
い
地
区
は
、
臨
港

パ
ー
ク
の
高
低
差
等
に
よ
り
、
視

覚
的
に
も
ア
ク
セ
ス
的
に
も
分
断

さ
れ
て
い
る
た
め
海
を
感
じ
に
く

い
。
そ
こ
で
、
臨
港
パ
ー
ク
築
山

植
樹
帯
を
再
整
備
し
、
ビ
ス
タ
を

確
保
す
る
。

　
〈
提
言
２
〉
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
展

示
ホ
ー
ル
で
の
太
陽
光
発
電

　
展
示
ホ
ー
ル
は
建
設
か
ら
1
8
年

経
過
し
、
大
改
修
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
合
わ

せ
て
、
屋
根
（
約
２
万
㎡
）
に
太

図３　主な施策イメージ

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
展
示
ホ
ー

ル
で
使
用
す
る
電
力
の
約
６
割
を

賄
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
杉
成
木
換

算
で
1
0
万
３
千
本
分
、
１
０
３
ｈ

ａ
（
み
な
と
み
ら
い
地
区
の
半
分

超
え
る
面
積
に
相
当
）
の
Ｃ
０
２

を
削
減
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

さ
ら
に
、
展
示
ホ
ー
ル
の
照
明
設

備
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
す
る
こ
と
で
、
照

明
の
消
費
電
力
量
が
１
／
２
と
な

り
、
施
設
全
体
の
電
力
量
の
３
／

４
を
太
陽
光
発
電
で
賄
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
〈
提
言
３
〉
電
気
バ
ス

　
地
区
内
の
ご
み
集
塵
施
設
と
な
っ

て
い
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
将

来
事
業
中
止
し
た
場
合
は
、
こ
こ

を
充
電
・
発
電
場
所
と
し
て
活
用

し
、
周
遊
バ
ス
「
あ
か
い
く
つ
」

な
ど
地
区
内
回
遊
手
段
に
電
気
バ

ス
を
導
入
す
る
。

　
さ
ら
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
屋

根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て

活
用
す
る
こ
と
も
提
案
す
る
。

　
〈
提
言
４
〉
道
路
施
策
等

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
本

　
格
実
施

　
借
り
た
自
転
車
を
、
ど
の
サ
イ

ク
ル
ポ
ー
ト
で
も
返
却
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
す

る
。

②
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド

　
未
活
用
街
区
を
一
般
車
駐
車
場

と
し
、
そ
こ
か
ら
、
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
、
地
区
内
周
回
電
気
バ
ス
、

ペ
ロ
タ
ク
シ
ー
、
人
力
車
、
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
等
の
環
境
に
や
さ
し
い

交
通
手
段
に
乗
り
換
え
る
。
ま
た
、

１
日
フ
リ
ー
チ
ケ
ッ
ト
や
グ
リ
ー

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加
者
は
、
Ｉ

Ｄ
提
示
で
す
べ
て
無
料
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

③
目
に
見
え
る
環
境
対
策

　
ソ
ー
ラ
ー
街
路
灯
の
設
置
、
地

区
内
で
発
生
し
て
い
る
温
室
効
果

ガ
ス
総
量
を
表
示
す
る
電
光
掲
示

板
を
開
発
中
の
発
電
床
に
よ
る
電

力
を
活
用
し
て
設
置
、
ビ
ル
の
壁

面
や
屋
上
緑
化
、
Ｃ
０
２
や
Ｎ
Ｏ

２
吸
収
率
の
高
い
「
サ
ン
パ
チ
ェ

ン
ス
」
の
植
栽
な
ど
身
近
な
場
所

で
様
々
な
取
組
み
を
積
み
重
ね
る
。

④
グ
リ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

　
時
の
一
般
車
乗
り
入
れ
規
制

　
み
な
と
み
ら
い
地
区
内
へ
の
車

両
乗
入
れ
規
制
は
、
宿
泊
施
設
に

と
っ
て
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
大
き
な

収
入
減
、
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
意
見

が
あ
っ
た
が
、
将
来
的
に
は
グ
リ
ー

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催
時
の
地
区

内
へ
の
一
般
車
両
乗
入
れ
規
制
の

導
入
を
検
討
す
る
。

　
〈
提
言
５
〉
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施

設
の
拡
大

　
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
の
近
年
の
施

設
稼
働
率
は
、
採
算
ラ
イ
ン
の
6
0

％
を
越
え
、
会
議
室
は
飽
和
状
態

に
あ
る
中
、
環
境
系
コ
ン
ペ
ン
シ
ョ

化
し
、
企
業
や
団
体
等
の
会
合
や

優
待
に
よ
る
外
国
人
観
光
客
の
誘

致
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

に
お
い
て
も
、
現
在
空
地
と
な
っ

て
い
る
隣
接
地
の
2
0
街
区
に
会
議

棟
と
駐
車
・
荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス
を

設
置
す
る
こ
と
で
収
容
能
力
を
拡

大
し
、
ア
ジ
ア
圏
を
代
表
す
る
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
拠
点
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
て
い
く
。
施
設
の
拡
大
に
お

い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
・
コ
ン
ペ
ン

シ
ョ
ン
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
、
環

境
に
配
慮
し
た
施
設
を
整
備
す
る
。

　
〈
提
言
６
〉
グ
リ
ー
ン
ー
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
都
市
に
向
け
た
推
進
体

制
の
強
化

　
以
上
の
提
案
内
容
は
、
本
市
の

複
数
の
所
管
部
局
に
わ
た
る
事
業

で
あ
る
た
め
、
実
現
の
た
め
に
は

推
進
体
制
の
設
置
が
不
可
欠
で
あ

る
。
現
状
の
地
球
温
暖
化
対
策
事

業
本
部
を
強
化
し
、
グ
リ
ー
ン
・

コ
ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
都
市
推
進
本
部

と
し
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た

環
境
施
策
を
含
め
体
系
的
か
つ
集

中
的
に
推
進
・
Ｐ
Ｒ
し
、
施
設
整

備
も
所
管
さ
せ
る
と
と
も
に
、
全

市
体
制
で
取
り
組
む
こ
と
を
提
言

す
る
。

　
ま
た
、
将
来
的
に
は
環
境
問
題

に
先
進
的
に
取
り
組
む
企
業
・
大

学
と
も
共
同
し
、
産
学
連
携
で
の

推
進
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

　
提
言
の
中
に
は
、
来
街
者
に
と
っ

て
、
一
見
不
便
に
み
え
る
も
の
も

あ
る
が
、
そ
の
不
便
さ
こ
そ
が
環

境
行
動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
街

全
体
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
な
都

市
を
目
指
し
た
い
と
考
え
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

市
の
多
く
の
部
署
が
国
費
や
企
業

の
支
援
を
得
て
工
夫
を
積
み
重
ね

て
き
た
、
様
々
な
環
境
関
連
施
策

を
、
「
グ
リ
ー
ン
・
コ
ン
ペ
ン
シ
ョ

ン
都
市
宣
言
」
と
し
て
国
際
社
会

に
発
表
す
る
こ
と
で
、
訪
れ
る
人
々

が
環
境
行
動
を
体
感
で
き
る
都
市

と
な
り
、
交
流
人
口
を
確
保
し
続

け
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
業
務
ご
多
忙
の
中
、

我
々
研
修
グ
ル
ー
プ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
や
デ
ー
タ
収
集
に
快
く
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

55 １調査研究レポート

６
　
ま
と
め

(
M
e
e
t
i
n
g

I
n
c
e
n
t
i
v
e
C
o
n
v
e
n
t
i

o
n

E
x
h
i
b
i
t
i
o
n
）
″
機
能
を
強

ン
誘
致
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
を
拡
充
し
て

集
客
増
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
競
合
相
手
と
な
る
諸
外
国

の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
で
は
、

国
際
会
議
だ
け
で
な
く
展
示
会
や

視
察
・
招
待
な
ど
″
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
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